
附属図書館新営工事における省エネ設計について

国立大学法人東京工業大学 施設運営部



構 造

規 模

高 さ

建 築 面 積

延 べ 面 積

工 期

建 物 用 途

：鉄筋コンクリート造 一部 鉄骨造

：地上３階／地下２階建

：14.1m
：1,994㎡
：8,588㎡
：平成21年5月～平成23年2月
：図書館

B2階(3,515㎡) 図書室・閲覧室・機械室

B1階(2,929㎡) 図書室・閲覧室・機械室

1階(1,444㎡) 事務室

2階( 350㎡) 学習室

3階( 350㎡) 学習室

建物概要

配置図

2階学習室B1階開架書架ゾーン
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B1階平面図

B2階平面図
1階平面図

3階平面図

2階平面図

図書ゾーン

リフレッシュゾーン

学習ゾーン

事務ゾーン

機械室等



附属図書館新営工事における省エネ設計について

１．エネルギー消費を抑える

２．エネルギーを生み出す

３．エネルギーを循環させる

省エネ計画にあたっての３つのエコエレメント省エネ計画にあたっての３つのエコエレメント
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１．エネルギー消費を抑える

建物の大半を地下化し、屋上を緑化することにより高

断熱化を図っている。

（地下6,445㎡、屋上緑化面積1,360㎡）

閲覧室を地下１階・地下２階に配置したことで、単

位冷房能力が100W/㎡～110W/㎡となり、一般的な

地上階に配置した場合より3割程度冷房負荷を低減して

いる。

また、１階居室の屋根面を緑化することにより、単

位冷房能力が125 W/㎡程度となり、一般的な最上階

の居室より1.5割程度、冷房負荷を低減している。
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１．エネルギー消費を抑える
・閲覧室への床吹出し空調設備採用による熱源効率運転

エアハンドリングユニットによる床吹出し空調を採用する事により、冷房時の吹出し温

度が、天井吹出し方式と比較し約３℃高くても同等の居住域温度を確保でき、外気冷房の

運転期間を長くできる。

冷房時の居住域への吹出し温度が天井吹出し方式より高いので、冷熱源運転が効率化で

きる。

・CO2制御の導入

閲覧室のエアハンドリングユニット系統の空調エリアの外気取り入れを、CO2濃度セン

サーを用いて設定濃度に見合う外気量を取り入れる事により、外気負荷を低減させる。



附属図書館新営工事における省エネ設計について

２．エネルギーを生み出す

太陽光パネルを組み込んだ遮光ルーバー及び、屋上に

設置した太陽光パネルによりエネルギーを生み出す。

（約30kW）

屋上パネルルーバー組み込みパネル
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２．エネルギーを生み出す
カーテンウォールと一体となったルーバーにCIS

型太陽光パネルを組み込むことにより、遮光と同

時に太陽光発電を行っている。

また、各閲覧席前の無目部分には小型自然換気

ユニットが設けられており、中間期には自然換気

を行うことができる。

遮光ルーバー＋CIS型太陽光パネル

Low-e複層ガラス（表面セラミックプリント）

無目取付小型自然換気ユニット
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２．エネルギーを生み出す
屋上面、太陽光パネル設置

単結晶型太陽光パネル（１２ｘ枚）



３．エネルギーを循環させる

外気の取り入れを、年間を通して温度が安定している地

下ピットを経由することにより熱交換を行い、冷房時・暖

房時の負荷を低減させている。

また、空調を使用していないときは地下ピットにつなが

るトップライトで集熱することによりピット内の自然換気

を行っている。

附属図書館新営工事における省エネ設計について



３．エネルギーを循環させる

附属図書館新営工事における省エネ設計について

地上部分の過半を屋上緑化（ 1,360㎡ ）。

灌水は雨水を再利用して行っている。

植栽樹種

［高木・中木植栽］

ソメイヨシノ、オオヤマザクラ、ヨウコウザクラ、シラカシ、シマトネ

リコ、ヒサカキ、レイランディー、ヒマラヤスギ（保全）

［低木・地被植栽］

サツキツツジ、キリシマツツジ、ドウダンツツジ、ヒラドツツジ、アベ

リア、コデマリ、ユキヤナギ、ヒメシャリンバイ、ナンテン、カンツバキ、

セイヨウイワナンテン・レインボー、フィリフェラオーレア、シルバープ

リペット、東工大野草マット他



4．その他の省エネ計画

・タスク照明にLEDを採用

学習・閲覧用机には個別にタスク照明を設けること

により全体照度を抑えている。また、タスク照明には

LEDを採用している。

附属図書館新営工事における省エネ設計について

・人感センサー

便所・廊下（事務エリア）は人感センサーで照明を

制御。

・氷蓄熱チラーの採用

中央熱源に空冷ヒートポンプチラー（冷房能力

212kw）2台+冷房専用氷蓄熱ヒートポンプチラー（冷

房能力208kw）1台を採用し、冷房運転時に、氷蓄熱

ヒートポンプチラーによるピークカット運転を行い、

電力デマンド低減をしている。

・トップランナー変圧器の採用
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構 造

規 模

高 さ

建 築 面 積

延 べ 面 積

工 期

建 物 用 途

：鉄骨造

：地上７階／地下２階建

：33.94m
：1,742㎡
：9,557㎡
：平成22年2月～平成23年12月
：大学（研究施設）

建物概要

エネルギー環境イノベーション棟（ＥＥＩ棟）新営工事における省エネ設計について

ＣＯ２排出量を約６０％削減を目指す！

１．負荷の削減

２．効率的なシステムの導入

３．自然エネルギーの有効活用

４．効率的な運用取り組み

５．クリーンエネルギーの活用
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４．効率的な運用取り組み

エネルギー運用分析、環境啓蒙活動

５．クリーンエネルギーの活用

大規模太陽電池の設置

エネルギー環境イノベーション棟（ＥＥＩ棟）新営工事における省エネ設計について

１．負荷の低減

熱負荷を低減させる外壁

（庇による日射遮へい）

２．効率的なシステムの導入

高効率システムの採用

（燃料電池・LED・高効率変圧器など）

３．自然エネルギーの有効活用

未利用エネルギーの利用

（地中熱HP・クールヒートピット）

太陽光パネル一体型遮光ルーバー

８種類 総発電量 約650kW

燃料電池

総発電量 約100kW
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大学全体としての取り組み

平成２２年１０月に省エネルギーに対する意識向上

並びに職員及び学生が共同した省エネルギーを図るた

め、省エネルギー推進室を設置。

省エネルギー推進室は、省エネルギーに関する諸施

策の企画・立案及び実施、並びに連絡調整及び情報収

集を行い、もって最大限の省エネルギーを実現するこ

とを目的として活動。

省エネルギーマニュアルの作成・配布

全学構成員の省エネルギー意識の高揚及び省エ
ネルギーの推進・展開を目的として、専攻ごとに
選出された学生を「省エネサポーター」に登録し、
専有・共有スペースの省エネルギー状況について、
点検・確認を行っている。

主な活動

・利用されていないスペース等の蛍光灯・空調機
及びＯＡ機器類等の電源を遮断。

・室内温度を確認し適温となっていない場合は、
推進責任者へ報告。

・照明器具・空調機フィルターの清掃状況を点
検・確認。

・省エネルギー推進室での立案や、調査など。

http://www.sisetu.titech.ac.jp/news/syouenemanual/manual/syouenemanual2010.pdf
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大学全体としての取り組み

電力使用量の見える化

○大学HPのトップページ

○電力自動計測データ配信システム

各建物に電力集中検針装置をフロアごとに設置し、電

力を計測、新営工事時には必ず導入をしている。
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大学全体としての取り組み

空調の集中運転管理

新営工事・大規模改修時には、空調の集中運転管理の

システムを導入。

省エネルギー推進室で設定温度の確認を行い、学内の

電力使用量に応じ遠隔管理を行っている。


	附属図書館新営工事における省エネ設計について


<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


